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１．研究計画の概要
本研究の目的は、核融合炉に対するト

リチウム（以下 T）安全取り扱い及び社
会的受容性の確立を目ざした研究を推
進するために組織された２つの計画研
究班の活動： C01 班「トリチウム閉じ
込めに関わる高濃度トリチウム水及び
有機物の化学的現象の解明」、C02 班「ト
リチウムの透過漏洩と汚染・除染」の活
動を、C 調整班として、密接・有機的な
連携をとりながら遂行することにある。

具体的には、核融合炉燃料循環系及び
ブランケット系での T水及び有機 Tの挙
動把握と環境への T 放出低減技術開発、
安全閉じ込め障壁における移動現象の
把握と解析を目指して、各研究計画班の
活動を有機的に連携して進める。

２．研究の進捗状況
平成 19 年度においては、初年度にあたる

ことから、当該年度の研究実施計画及び５年
間の研究計画の概要、当該年度の研究進捗状
況、各グループでの研究役割分担等を協議す
るために、２回にわたり、C01 班及び C02 班
の研究者が一同に介する研究会を開催した。
研究会では、テーマ毎の研究計画に対し具体
的なコメントが出され、今後の研究展開に重
要な議論を行うことができた。特に重要なも
のは、1)基礎データの構築が、学問的面から
も重要であることが強調されたこと、2)C01
及び 02 班では、安全に関わるテーマを扱う
他にはない特徴を持ち、注意深い用語の使用
と定義、それを元にトリチウム安全取り扱い
指針にも役立つデータベース整備を目標と
すべきとされたことである。更に日本原子力

学会年会公開シンポジウム「核融合炉実現を
目指したトリチウム研究の新展開」おいて、
C01 及び 02 班の研究実施計画と成果、５年間
の研究計画の概要を発表し、原子力分野の研
究者に、広くその計画及び成果を報告・周知
した。
平成 20 年度においては、公募研究で採用

された研究者も含め、当該年度の研究進捗状
況、研究役割分担等を協議するために、2 回
にわたり研究会を開催した。更に、当該年度
の原子力学会秋の大会の企画セッション、
H21 年 3 月の公開シンポジウム「核融合炉実
現を目指したトリチウム研究の新展開」おい
て、C01 及び 02 班、採用された公募研究の当
該年度の研究進捗状況を発表した。
平成 21 年度においては、特に、特定領域

研究が開始されて３年目にあたることから、
これまでの成果の総括と今後の展望につい
て、昨年度に増して議論を深めた。その結果、
文科省による中間評価の結果、C01 班で追加
資金を得る等、大きな成果を挙げることがで
きた。更に、当該年度の原子力学会秋の大会、
年会、プラズマ核融合学会専門部会において、
研究進捗状況を発表した。

３．現在までの達成度
①当初の計画以上に進展している。
上記２つの計画研究班、C01 班及び C02 班の
研究は、順調に論文発表等成果を挙げている。
また、研究の進展により、当初計画にはなか
った新たな課題に取り組むことも進めてい
る。さらに、特定領域研究の中間評価により
追加資金も得た。これは、本調整班の活動目
標「C01 班と C02 班の密接・有機的な連携
をとりながら遂行する」が良く昨日して
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いることを示しており、当初の計画以上に
進展している成果であると自己評価する。

４．今後の研究の推進方策

今後、平成22年度及び23年度において、上

記C01班及びC02班合同で、また総括班の研究

者を招聘し研究会等を開催し、特に高濃度T

水と金属及び高分子との相互作用、Ｔ透過防

止に着目し、議論を進める。

研究会では、今後の研究実施計画、研究進

捗状況、役割分担等を再確認、検討するとと

もに、研究の進捗について、忌憚ない意見の

交換及び協議を行う。特に、C-01及びC-02班

の各テーマ間の調整、Ａ班（真空容器内Ｔ挙

動解明）、Ｂ班（ブランケットにおけるＴ挙

動解明）との連携に留意し議論を行う。具体

的には、以下の研究会を開催する。

・平成22年度及び23年度春に、それぞれの年

度の研究計画に関する研究会を行う。２２年

度においては、５年間の活動を纏めるにあた

り、今後２年間の計画がどうあるべきか、C

班（C01及びC02班）としての統一的方向性の

明確化に向けて議論を進める。23年度におい

ては、最終年度としての最終報告書の纏め方

について議論を行う。

・平成22年及び23年度末に研究成果報告会を

実施しす。22年度においては、当該年度の研

究進捗評価、次年度（最終年度）の研究計画

の精査と、最終報告書取り纏めを考慮した、

次年度研究計画を議論する。23年度において

は、最終報告書ドラフトを元に議論を行う。

・原子力学会等で企画セッションを開催し、

広く成果を原子力研究者に問う。

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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